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有害駆除とは

農作物や林業被害の発生に
伴って、所有者より許可申請
が行われ、当該地域で対象の
加害動物を捕獲すること。

有害駆除数は、野生動物が農作
物に与える影響を評価する指標
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鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する
法律の一部を改正する法律(2015)

 ニホンジカ、イノシシは第二種特定鳥獣
 ニホンジカ43都道府県、イノシシ42府県

 平成30年２月21日現在、環境省

 指定管理鳥獣捕獲等事業の創設
 認定鳥獣捕獲等事業者制度の導入
 住居集合地域等における麻酔銃猟の許可
 網猟免許及びわな猟免許の取得年齢の引き下げ

捕獲の促進と
担い手育成
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繁殖力 捕獲圧



人が野生動物に与える力が
弱くなった
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有害駆除数の大きな変動を
もたらす要因は何か？
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有害駆除数と凶作指数の
変動は同調している
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差

凶作指数前年差

豊凶レベルの変動

有害駆除数の変動

因果関係？

とはかぎらない
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ブナの豊凶レベル

有害駆除数

ブナ以外の共通要因？

ブナの豊凶レベル

有害駆除数

因果関係？
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空港利用者数

清酒消費量

時流による移り変わり



庄内空港搭乗者数（庄内→東京）

鶴岡税務署、庄内空港事務所調べ
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共通要因はあるのか？
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例えば夏の食物はどうだろう？

小池(2001)

ブナ

夏は食物アイテムの
過渡期

全ての食物がブナと
同調しているのか？
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クマは落ちた堅果に応答
しているわけではない

堅果に依存する
時期は10～11月



人里域、農地出没による駆除

ブナ堅果の凶作 秋

夏



当年秋のブナ堅果凶作を察知

？？？？？

ブナ堅果の凶作 秋

人里域、農地出没による駆除

探索行動活発化

夏
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春冬 夏 秋

人里出没 有害駆除



なぜ人里域に出没するのか

•人里域に「誘引」された

・堅果類の不作等による自然変動
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閑話休題
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ある年秋の豊凶レベル

当年春の雌花開花レベル

前年初夏の花芽形成レベル

春先の低温
真夏の高温

前年秋の豊凶レベル
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2031-2050

2081-2100

分布確率50%以上

現在のブナ林分布 松井ら2009



今日のまとめ

人の圧力低下→動物の農耕地への侵出増加

出没頻度リズムは自然の食物量リズムから

異常気象が食物量リズムに与える影響は不明

「異常気象→(食物量)→野生動物→農作物被害」はおそらく
なく、「気候変動→(食物量、環境)→ 野生動物→農作物被
害」は必ずある。
例えばシカ：雪の減少による冬季生存率増加

例えばクマ：ブナ林減少による食物アイテム変化

気候変動は農作物被害増をもたらすかもしれないが被害減

をもたらすことはない。



シカの目撃情報
を集めています

野生鳥獣分布拡大予測
共同研究機関


